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Abstract 
 

Ergaea walshi (Reeve), a symbiotic calyptraeid inhabits inside of gastropod shells used by hermit 

crabs. We report E. walshi preserved in gastropods from the Upper Pliocene–Lower Pleistocene 

(Piacenzian–Gelasian) Takanabe Formation and the Middle Pleistocene Toyohashi Formation. 

These autochthonous occurrences of E. walshi are an exceptional fossil record from the Pliocene–
Pleistocene of Japan. 
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1. はじめに 

 

ヒラフネガイは，カリバガサ科に所属し，ヤドカリ類

の利用する巻貝の殻口内部に付着する共生生活者

である（Williams and McDermott, 2004）．その現生

種は，房総半島以南のインド–西太平洋地域に広く
分布する（Higo et al., 1999）．最近の研究では，ヒラ

フネガイは，ヤドカリや巻貝の種に依存するのでは

なく，体の大きいヤドカリ類が利用する殻幅のある巻

貝を選択し生活しているこ とが判っている
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（Yoshikawa et al., 2018）．化石は鮮新世以降に知ら

れ日本各地の第四系から報告があるが，巻貝の殻

口内部に付着し自生的産状を示す産出例は，名古

屋市の完新統南陽層から知られるにすぎない（田中

ほか, 2008）．今回，愛知県の豊橋層と宮崎県の高

鍋層から巻貝の殻口内部に収まったヒラフネガイの

化石を見出したので記録したい． 

なお，ヒラフネガイの学名は，田中ほか（2008）で

は Syphopatella walshi (Reeve) を使用したが，Low 

and Tan（2014）に従い Ergaea walshi (Reeve) を使

用する． 

 

2. ヒラフネガイ Ergaea walshi (Reeve) の 

標本について 

 

標本（瑞浪市化石博物館収蔵標本）: MFM112606, 

MFM112607； 愛知県田原市高松海岸（=川瀬ほか, 

2015 の産地） ; 渥美層群豊橋層 ; 中期更新世

（MIS9, 約0.34 Ma）．MFM112608； 宮崎県高鍋町

上江（=Karasawa, 1993 の MYZ-13）; 宮崎層群高

鍋層; 後期鮮新世～前期更新世（ピアチェンツァ期

～ジェーラ期）． 

備考 ： MFM112606 （ Fig. 1.1 ） は コ ロモ ガイ 

Sydaphera spengleriana (Deshayes) ，MFM112607

（Fig. 1.2）はツメタガイ Neverita didyma (Röding)，そ

して MFM112608（Fig. 1.3）はシュトウツメタガイ

Glossaulax hyugensis (Shuto) の殻口内部にヒラフネ

ガイが保存された標本である． 

ヤドカリ類が利用する巻貝の殻に付着する表在生

物や共生するゴカイや貝類などの生痕化石（Walker, 

1992; Williams and McDermott, 2004; Ishikawa and 

Kase, 2007; Kase et al., 2025 など）及びヤドカリ類が

巻貝中に保存された化石の知見は増加している

（Schweitzer and Karasawa, 2025）．しかし，ヤドカリ類

の利用する巻貝の殻内で共生生活をする貝類が自

生的産状で見つかった例は，フロリダの更新統

（Walker, 1988）と名古屋市の完新統南陽層（田中ほ

か, 2008）から知られているのみで，今回報告した標

本は極めて稀な産状の追加記録となる． 
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第 1図．殻口内部にヒラフネガイが保存された巻貝．1, MFM112606, コロモガイ，中部更新統渥
美層群豊橋層産，合田隆久採集; 2, MFM112607, ツメタガイ，中部更新統渥美層群豊橋層
産，小林伸明採集; 3, MFM112608, シュトウツメタガイ，上部鮮新統～下部更新統宮崎層群
高鍋層産，MFM コレクション． 

Fig. 1. Gastropods with Ergaea walshi (Reeve) preserved inside the shell. 1, MFM112606, 
Sydaphera spengleriana (Deshayes) from the Middle Pleistocene Toyohashi Formation of the 
Atsumi Group; 2, MFM112607, Neverita didyma (Röding) from the Middle Pleistocene Toyo-
hashi Formation of the Atsumi Group; 3, MFM112608, Glossaulax hyugensis (Shuto) from the 
Upper Pliocene–Lower Pleistocene Takanabe Formation of the Miyazaki Group. 
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